
ふく帝大∴∴だて獄なじのうまめ

復元竪穴住居1棟

二の竪穴住居鰐、近くの水鎖などと拭わせて　軒古墳時代の生活が体験できる璃』

として、碩元した建物で甘。

復元に当たっ棚、普蒲遺跡(和歌山市騰猟で発掘(冊8勘抽龍墳時代

後捌く約朋e争闘の竪穴住居跡電もとに、研究成果や各地の領先住居室春勘こ

して復元しました。∴∴質勘国に穴を掘しi (竪穴)、板で囲った螢宮地猛より患く築

いて屋内としています。内部の床衝は追想4.5爪・奥行さら.2恥で23.4壷の広さ辞

組、思し二線観ると14患嚇どの広さとな早まや。

歴の出入し=工から入ると土間が広が叫、中東に4本の太い柱寧出て、大き母屋椛

竜支えています。この柱博掘瓦枕という苫し’l形式で、潔い東電掘って柱竜瓦で、電

柱の古事二自立している鶴進です。右の蟹的二は萩統帥巾マ障、左奥の隅に

博食料竜貯めてあく貯蔵東電備えています。

梶の上には積の材料練と締)セ登を霊鶴轟中和二組う多くの材料(連利
かや　　　　　　　　　　　　　　　　　　ふ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1-暮Iもやづくし(

苫漉して、茅という植物で廣椛

武で、五箇と背記の頂上日暮三

盲葺いてい夢首。塵椛の彬賭入母屋進とも葛おれる彬

が付いてし-ます。

二の時代の竪穴住居に博康・窓・天

いました。

この竪穴住居の傍白請発電特や上

しき。山寸そし二輪簿されている江戸

時代差がおりながら、共通点が多

ベてこの一部屋で鎧活して


